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最近，図書館への電算援の適用が現実[ヒし の主主主と見出している。

つつあり，コンピュ -jlリゼーシ zン(以 これに対し，

下，滋械化という〉の勤向と展望7こ関する文 Adkinson， B. ¥Y; Stearns， C. M. (Na-
献も多数発表されているが，そこで特徴的な tionaI Science Found且tion)・Libraries

ことは，電免談メーカーに関係する人々のま andm且chine;♀review.American Do-

Eにばら色の未来像を前面「こした積極的・楽 cumentation 18(3)，121-124 (July '67) 

続的論認と，図書怨界からする渋極的・ ?hる は後者を代表するもので，図書館の緩械化を

いは保守的とも思える現実主義的論認とのギ 3つの段障に分けて5命じている。第l段階:土

マップである。 書3主的管=逗過程と管理モニター・システムの

前者を代表するものとして， ような伝統的操作の談隊化，第2段陪:主主透

明'arheit，I. A. (IBlVI): Current deve 資料に基づく探索過程の7ートメ化であり，

Iopments in Iibrary mechanization. 現在はこの段指であると述べているが，その

Special Librm'iι58(6)， 420斗26 最も大きな障害ば自然語の問題であると論じ

(July-Aug. '67) ている。第3段階はどのような角度からでも

がある。筆者ば， 1963年安から大学図書活・ 的?主・迅速に検索出来る最終段階であると述

公共図書館でも機械化の研究が脚光を浴び， ベ， Z吉2段階から第3段階?こ進む過程での同

図書館業務の効率化を可能ならしめる技術面 題点として，第Hこ技術面で、族院と入院の対

の発達も，これと時を同じくしていると述 話話刀の発畏が耳目されなければならないと

ベ，将来図書館業務に影響を与えると考えら し，第2にサーピスすべき'0言報ファイノレの巨

れる今日の技術面の発達状況をあらゆる角度 的を明確化しな(ナればならないと論じてい

から概観している。とりわけ，検索トゥーノレ る。さらに電算機を受入れる図書館側の問題

の作成にもっぱら利用しようとする今日の傾 点、として， (1)機械化システムに変換する際の

向を論じながら，企号史的な図書館システムの 業務停止， (2)変換の経済的利益の立証の図幾

機械化を間近なものとしてとらえているのが さ， (3)オートメ化された図書館がお互いのサ

注目される。つまり筆者は，(1鴻'に on-line ーピスの効率を高めるために解決すべき夜半

で利用出来る中央処理装置， (2)すべての必要 化の問題を論じている。筆者は高いピジ gン'

な大量の記録を低コストで蓄渋出来る di- を掲げながらも，機械化を受入れようとした

rect access file， (3)入出力端末装震， (4)写 い図書館側の根強い伝統のカともいうべき諮

真櫨字等の印刷j技術， (5)データ収集装置のそ 要因を深くえぐっているのは他に例をみない

れぞれの能力の相互補完的有段結合に機械化 ところである。
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以上 2 つの文~;~からわれわれは機械化の将

来の長室と現実の発展段階とを理解出来るの

であるが，具体的に談械化を考える場合，ま

ずシステム分析と技術的諮問題が重要にな

】，
r.o， 

シλテム分針については，ライブラリアン

の立易からするものとして，

Simpson， D. J. (Glasgow大学):Before 

the machines come. Aslib Pl'Oceedings 

20 (1)， 21-33 (J an. '68) 

がある。筆者はどの;程度予イブラリアンがシ

ステム分事?について知っておくべきかと問題

を522Eして，計百チームにおいてライブラリ

アンがシ九テムアナリストと彼等の言葉で話

が出来，またシステムアナリストが図書館業

務の諮問窓について芝解しそこなった時，そ

れに気づいて指消することが出来るよう，つ

まり，システムアナリ久トとの意志疎通に支

llt~をざたさない程度には，シ九テム分析につ

いて理解しておかなければならないとして，

システム分析の手順を一般的に紹介してい

る。なお SpecialLibrarぜesの58巻2号

(Feb. '67) はシステム分析特集号ともいう

べきもので， Simpsonもそのうち4文献を

15の参考文献のうちに加えている。

これに対し， Herner & Co.の社長 S.

Hernerl土シλテムアナリストとして実際に

図書館のシメテム設計を行なった経験をもと

tこ，

System design， evaluation， and cos-

ting. Special Libraγies 58 (8)， 576 

581 (Oct. '67) 

において，具体的に図書館のシステム設計を

散じている。筆者は利用者についての調査研

究が重要であることを強調し，その調査のも

とにシステムが具備すべき実件を明らかに

し，それに照らして，ブ王法や'機械装置のjき

--

択.および設計の評価がなされるべきことを

明らかにしている。

Townley， H.: The use of the cornputer 

in inforrnation work. Aslib Proceed-

iηgs 19 (11)， 369-380 (I'<ov. '67) 

は援械化において問題になる技術的側面を論

じている。情報のファイノレの仕方，つまり

itern file (serial file)と invertedfileに

ついてその長短をあげて説明し，検索論理と

電算:談内での情報の可変長的な表現と固定長

的な表現にふれ，検索のプログラムに関して，

item fileと invertedfile との両者にわ

たって桔当詳細に述べている。この方面の文

献としては恰好のものである。

ところで現在，情報検索(IR)なる言葉

の流行とともに，図書箆の機械化s!D検索のそ

れと考えがちであるが，機械化(土そもそも図

書鎗業務の総合システムとして考えられなけ

れトまならない。検索以外の機械化可能な業務

を一応倍別的に列挙すれば， (1)受入管理， (2) 

関覧・貸出管支Eを中心とした主として一般事

務処連業務.(3)カードあるいは冊子体形式に

おける目録・索ヲ|類の作成， (4) 2次情報の速

報的サービス活動，とくにSDrである。し

たがって，総合γステムとしての機械化のた

めには，これらの機械化にも自を向けておく

必要がある。以下，この 4~震に関する若干の

文献を列挙しておく。
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